































































































していることが明らかになった（J Biol Chem 
2013）。
　本研究成果によりテトラスパニンは癌細胞の
進展や転移だけでなく、血管やリンパ管新生を
含む腫瘍微小環境において重要な役割をするこ
とが明らかとなり、テトラスパニンを標的とし
た治療は癌のみならず腫瘍微小環境を標的とす
る有効な治療法になる可能性が示唆された。
　最後に、本研究の遂行にあたり大阪癌研究会
から一般学術研究助成を賜りましたことを深謝
いたします。貴財団の益々のご発展を祈念いた
します。
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